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日
時
：
７
月
17
日
（
日
）　　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所
：
南
町
地
区
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

第
１
会
議
室

　
（
東
久
留
米
市
南
町
３-

９-

45
）

主
催
：
前
沢
・
南
町
９
条
の
会　

お
問
い
合
わ
せ
・
参
加
申
し
込
み
は

事
務
局　

矢
澤
健
司　

ま
で

　
　

前
沢
１
‐
２
‐
３　

　
　

電
話
／Fax　

042-479-7827

　

３
月
11
日
に
Ｍ
９
の
大
地
震
と
そ

の
後
の
津
波
に
よ
り
２
万
人
以
上
の

犠
牲
者
と
10
万
人
以
上
の
被
災
者
を

出
し
た
大
震
災
も
、
そ
の
直
後
に
起

き
た
福
島
第
一
原
発
の
メ
ル
ト
ダ
ウ

ン
を
起
こ
し
た
大
事
故
に
つ
な
が

り
、現
在
も
見
通
し
が
つ
か
な
い
中
、

今
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
、
今
後
ど

う
な
る
か
人
体
へ
の
影
響
に
つ
い
て

の
学
習
会
を
行
い
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

テ
ー
マ
１

い
ま
原
発
で
は
何
が
起
こ
っ
て
い
る

か
、
今
後
ど
う
な
る
の
か

　

講
師
：
武
藤
正
文　
（
加
速
器
物

　

理
学
研
究
者
、
絹
の
道
合
唱
団
団

　

員
、
前
沢
・
南
町
９
条
の
会
）

テ
ー
マ
２

放
射
能
汚
染
は
人
体
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
か　
　

　

講
師
：
塩
田
俊
朗
（
帝
京
大
学
医

　

学
部
名
誉
教
授
、
旧
第
一
勧
銀
グ

　

ラ
ン
ド
跡
地
利
用
と
環
境
を
考
え

　

る
会
代
表
）　

お
知
ら
せ

社
交
ダ
ン
ス
‐
九
条
の
会

憲
法
九
条
賞
賛
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催

東
久
留
米-

社
交
ダ
ン
ス-

九
条

の
会
（
世
話
人
代
表　

米
田
和
子
）

は
、
２
０
１
１
年
５
月
３
日
（
火
・

祝
日
）
に
、
市
民
ホ
ー
ル
で
社
交
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
会
の
呼
び
か
け
で
あ
る
「
憲

法
九
条
を
守
る
国
民
の
過
半
数
結
集

に
寄
与
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

活
動
の
一
環
と
し
て
、
今
後
毎
年
、

憲
法
記
念
日
（
５
月
３
日
）
に
憲
法

九
条
賞
賛
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
し
て
い
き
た
い
」
を
実
践
す
る
た

め
で
す
。

参
加
者
は
55
名
と
事
前
申
込
を

超
え
る
ダ
ン
ス
愛
好
家
が
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
回
パ
ー
テ
ィ

は
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

地
震
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
冠
を
つ
け
て

企
画
し
ま
し
た
。
平
和
だ
か
ら
踊
る

こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
東
京
が

深
刻
な
自
然
災
害
に
あ
わ
な
か
っ
た

か
ら
踊
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
現

実
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

世
話
人
代
表
か
ら
「
一
人
ひ
と
り

は
微
力
だ
け
れ
ど
無
力
で
は
な
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
地

震
・
津
波
な
ど
の
自
然
災
害
、
戦

争
・
原
発
な
ど
の
人
災
に
対
し
て
、

み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
す
。
パ
ー
テ
ィ
参
加
費
一
人

５
０
０
円
を
東
日
本
大
地
震
の
募
金

と
し
て
送
る
こ
と
を
参
加
者
に
伝
え

る
こ
と
で
、
参
加
の
皆
さ
ん
が
被
災

者
と
の
連
帯
を
感
じ
て
く
だ
さ
っ
た

と
思
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
垣
内
）


